
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   散 策 路 市の花・やまゆり ごみクレーンバケット展示 

 

 

 

 

 

 八王子市  



はじめに 

 

本工場は平成 10 年 4 月に稼働開始し、一日最大 300

トンの焼却能力を有しており、同時に、焼却から発生す

る熱エネルギーを利用した発電設備により、工場内で使

用する電力を賄うとともに、余剰電力は売電していま

す。平成 24 年 6 月からは、灰溶融設備の休止により、

電力使用量の更なる削減を図り、節電と再生可能エネル

ギー（廃棄物発電）の普及促進をするとともに、焼却灰

も全量、エコセメントの原料として再利用する方式に変

更し、最終処分場の延命化にも寄与しています。 

また、平成 23 年 4 月に戸吹最終処分場の跡地にオー

プンした「戸吹スポーツ公園」等を含め、この地区全体

を「みどりの中のクリーンセンター」として、周辺環境

と調和した地域交流や環境教育・環境学習などの八王子

の西の拠点としての位置づけを積極的に進めています。 

さらに、工場の延命を図るため、平成 28 年 3 月から

令和元年 9 月まで「戸吹清掃工場基幹的設備延命化対

策工事」を実施しております。 

平成 30 年度にはタービン発電機等の更新を行い、市

役所本庁舎を含む 10 の公共施設に送電する『自己託送』

を都内自治体で初めて開始しました。 

今後も、環境保全や安全対策に万全を期し、常に環境

負荷の低減を図り、地球にやさしい「循環型都市八王子」

を目指してまいりますので、市民、事業者の皆さまにも、

ごみ減量への一層の御理解と御協力をお願いいたしま

す。 

最後に、本施設の運営にあたり、深い御理解と御協力

を賜ります地元の皆さまをはじめ、関係各位に心より感

謝申し上げますとともに、今後とも、地域の皆さまに信

頼される施設運営に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 戸吹クリーンセンター 





戸吹不燃物処理センター温水供給 

発電（蒸気タービン 2,600kW×1 基 電圧：6.6kV） 



2,600kW） 













（2,600kW） 

ごみ焼却により発生する熱で蒸気をつくり、工場内の冷暖房や給湯に利用するほか、不燃物処理センター 

にも熱供給を行っています。また、蒸気タービン発電（2,600kW）を行い、工場で使用し、余った電力は 

電力会社に売電するほか、市役所本庁舎を含む 10 施設に余剰電力を自己託送しています。 











 


